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【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

神長 保仁

【授業目標・教育方針】
量子力学 I に引き続き , 量子力学の基本的考え方を学ぶ . またそこで使われる数学的技法を身に付ける . 教育上有意義
な少数のテーマを厳選し , それらを深く学ぶことで将来進んたテーマを積み上げられるだけの強固な土台を作る .

【授業概要】
講義前半では角運動量の固有値・固有ベクトル , および中心力場における 2 体問題を学ぶ . その後 , 球面調和関数やラ
ゲール陪多項式を用いて , 水素原子のシュレーディンガー方程式を厳密に解き , エネルギー固有値と波動関数を求める
. 講義後半では量子力学の数学的構造について学んだあと , 応用上重要な , 摂動論について学ぶ . またスピンや同種粒
子系といったテーマを学ぶ . 時間が許す限り演習も行ないたいと考えている .

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は特に使用しない . 小出 [1] は良い参考書である . 付属の問題集も出ている . 猪木＆河合 [2] とメシア [3] は良書
であるがレベルは高い . 量子力学には良書が多数あるので図書館や書店で実物を手に取り , 自分に合ったものを選ぶと
良い .
1) 量子力学 I,II：小出昭一郎 , 裳華房
2) 量子力学 I,II：猪木慶治・川合 光 , 講談社
3) 量子力学 1,2,3：メシア , 東京図書

【メッセージ】
事前に量子力学 I を受講しておいて下さい . 量子力学 I が多少理解不足でもついていけるように配慮します . 量子力学
は線型代数や特殊関数とも密接に関係しています . それらの授業も合わせて選択すると良いでしょう . 材料系・物質
系・物理系の人にとって量子力学は大切な素養の一つです . そういう分野に関心のある人は積極的に選択して下さい .

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%，その他：レポートを平常点として評価する . 成績評価の対象となるのは ,
定期試験の成績および平常点である .　

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：量子力学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 角運動量演算子 ・角運動量演算子の極座標表示
・角運動量固有関数と球面調和関数
・昇降演算子と方向量子化

第 4 回～第 5 回 中心力ポテンシャル ・ラプラシアンの極座標表示
・量子力学的 2 体問題 --- 重心運動と相対運動の分離
・動径波動関数の満たす方程式

第 6 回～第 8 回 水素原子 ・水素原子のシュレーディンガー方程式
・動径波動関数とラゲール陪多項式
・水素原子の波動関数 --- 具体形と電子雲
・水素原子のエネルギー準位と縮退度

第 9 回～第 10 回 量子力学の数学的構造 ・ヒルベルト空間と線型作用素
・オブザーバブルと完全系
・ディラックのブラ・ケット記号
・シュレーディンガー描像とハイゼンベルク描像
・交換子と正準量子化

第 11 回～第 13 回 摂動論 ・縮退のない定常状態の摂動論
・縮退のある定常状態の摂動論 ( 時間があれば )

第 14 回～第 15 回 その他の話題 ( 時間があれば ) ・スピン
・ボソンとフェルミオン
・スレーター行列式
・電磁場との相互作用
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